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はじめに

冠動脈高度狭窄病変に血栓性閉塞を併発し発症

する心筋梗塞の急'性期再疎通療法として、冠動脈

内 血栓溶解療法と経皮的冠動脈形成術

percutaneustransluminalcoronaryangioplasty

（PTCA）の大きく２つの方法がとられる。最近

の傾向としては、血栓溶解療法の成功率の程度、

再閉塞率、致命的な出血性副作用などからＰＴＣＡ

が優先される傾向にある。しかしこれにおいても

心筋梗塞急性期のＰＴＣＡは、待機的ＰＴＣＡに比

較し血栓や解離などによる急』性冠閉塞の頻度が高

く、このような合併症にはbail-Outの目的で冠動

脈内ステント植込み術を行うことがある')。一般

に急性心筋梗塞の病変には多少の差はあるものの

血栓の関与が考えられており、潜在的な血栓の原

因となりうるステントを留置するのとは原則的に

避けるべきということが従来の考え方であった。

しかしながら最近は最初からステントの留置を行

い、その有効性を報告しているものもある2)。

我々 も平成５年から急性心筋梗塞にbail-Out目
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的などでステント植込み術を施行している。そこ

で今回我々は平成５年１月から平成11年８月ま

での期間に当院に搬入された急性心筋梗塞患者に

ついて、急'性期に再疎通療法を施行した患者の治

療法や臨床経過を検討したので報告する。

対象と方法

対象は平成５年１月から平成11年８月までの

期間に当院へ発症１２時間以内に搬入された急性

心筋梗塞のうち、急性期に冠動脈造影と同時に再

潅流療法を施行し、発症後６か月にも冠動脈造影

をし得た４９例である。内訳は男４２例、女性７

例、年齢は４１歳から８２歳、平均年齢は６１．３歳

であった。

心筋梗塞の診断は、①胸痛などの臨床症状、②

心電図変化、③心筋逸脱酵素の上昇とした。

治療法は、まず急性期に冠動脈造影を施行後、

責任冠動脈病変にＰＴＣＡの再潅流療法を施行し

た。患者はＰＴＣＡ後に十分な再潅流が得られた

群（PTCA単独群）２５名と、ＰＴＣＡ後も十分な

潅流が得られない場合や解離などにより急性冠閉

塞の合併症が考慮される場合にbail-Outの目的で

冠動脈内ステント植込み術を施行した群（ステン

ト群)２４名に分類した。入院中の責任冠動脈に由

来する狭心発作、再梗塞、再冠血管形成術、大動

脈冠動脈バイパス術、死亡（これらを総合して主

要エンドポイントの出現とする）および退院後か

ら発症６か月以内の主要エンドポイントの出現や

発症６か月での冠動脈造影所見などについて検討

した。

統計学的検討は、ｔ検定を用い、Ｐ＜０．０５をも

って有意差の判定をした。
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